
 
 

平成22年４月19日 

各   位 

ユニバーサルソリューションシステムズ株式会社 

代表取締役社長 青木毅 

（コード番号：3390） 

問合せ先 取締役管理本部長 村上孝徳 

電話番号 03－6858－0411 

 

（訂正）「平成 20 年３月期 決算短信（非連結）」の一部訂正に関するお知らせ 

 

当社は、平成22年３月26日付「過去の業績に影響を与える事象の発生及び社内調査委員会の設置に

関するお知らせ」を公表いたしましたとおり、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので別添のとおり

訂正いたします。 

なお、訂正箇所につきましては、訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には下線を付して表示

しております。 

 

記 

 

１. 訂正を行う平成20年３月期決算短信（非連結）について 

決算期：平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

公表日：平成20年５月９日 

以 上 

 



（訂正前）1ページ 
 

平成 20 年 3月期 決算短信（非連結） 
 

（百万円未満切捨て） 
１．平成 20 年３月期の業績（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 
(1）経営成績                                  （％表示は対前期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20 年３月期 2,309 △8.1 △499 － △506 － △622 －

19 年３月期 2,512 △28.4 △316 － △327 － △363 －

 
１株当たり 潜在株式調整後 自己資本 総資産 売上高 

  
当期純利益 １株当たり当期純利益 当期純利益率 経常利益率 営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20 年３月期 △10,604 72 － － △63.9 △30.4 △21.6

19 年３月期 △6,186 93 － － △24.7 △14.5 △12.6

（参考）持分法投資損益    20 年３月期   － 百万円 19 年３月期    － 百万円  
 
(2）財政状態 
  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20 年３月期 1,346 663 49.3 11,300 25

19 年３月期 1,989 1,286 64.7 21,904 97

（参考）自己資本    20 年３月期   663 百万円   19 年３月期  1,286 百万円  
 
(3）キャッシュ・フローの状況 

営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物
  

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

20 年３月期 △163 △184 △40 249

19 年３月期 138 △267 △125 638

 
（略） 



（訂正後） 
 

平成 20 年 3月期 決算短信（非連結） 
 

（百万円未満切捨て） 
１．平成 20 年３月期の業績（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 
(1）経営成績                                  （％表示は対前期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20 年３月期 2,309 △15.5 △521 － △528 － △758 －

19 年３月期 2,733 △16.8 △94 － △106 － △228 －

 
１株当たり 潜在株式調整後 自己資本 総資産 売上高 

  
当期純利益 １株当たり当期純利益 当期純利益率 経常利益率 営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20 年３月期 △12,922 61 － － △83.7 △33.1 △22.6

19 年３月期 △3,891 75 － － △16.3 △4.9 △3.5

（参考）持分法投資損益    20 年３月期   － 百万円 19 年３月期    － 百万円  
 
(2）財政状態 
  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20 年３月期 1,210 527 43.6 8,982 36

19 年３月期 1,989 1,286 64.7 21,904 97

（参考）自己資本    20 年３月期   527 百万円   19 年３月期  1,286 百万円  
 
(3）キャッシュ・フローの状況 

営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物
  

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

20 年３月期 △163 △184 △40 249

19 年３月期 138 △267 △125 638

 
（略） 



（訂正前） ３～５ページ 

 

１．経営成績 

(1）経営成績に関する分析 

  

 当事業年度におけるわが国経済は海外の経済が比較的安定した拡大基調で推移したことを受け、輸出の伸長、企業収

益の増加、積極的設備投資、雇用状況の改善などがみられ、一部個人消費が底上げする傾向も現れ、景気は緩やかな回

復基調で推移いたしました。しかし「改正建築基準法」施行の影響により住宅建設が減少、一方、サブプライムローン

問題を背景とする世界経済への下振れ効果や原油価格の高騰、円高等の影響により、企業業績は足踏み状況となり、先

行き不透明な状況となりました。 

 こういった情勢の下、前期より継続しているマイナス基調から脱却すべく主力のソリューションシステムアウトソー

シング事業での新規顧客獲得、新事業分野の介護ソリューション事業の拡大、セキュリティ関連事業の基盤構築、既存

の eコマース事業の新商材投入による売上拡大に努力して参りました。その結果四半期を重ねるごとに売上は伸長して

まいりましたが、その結果は微増にとどまり前年実績に及びませんでした。 

 基幹事業のソリューションシステムアウトソーシング事業においては、日本 IBM 社とのタイアップのもと新世代 POS

「APOS」を投入し、新施策による顧客開拓に尽力して参りましたが、売上は計画通りに進みませんでした。 

 新規事業分野である介護ソリューション事業は業界でも類を見ない新たなソリューションを提供し介護業界において

評価を獲得しつつありますが、販売体制の構築の遅れから当初予想の売上を達成させることになりませんでした。 

しかしながら、パラマウントベッド社との提携による販売拡大などもあり、その顧客数は急速に増加しております。 

 また、セキュリティ関連事業に関しましては、セグメント別ニーズの発掘に努めましたが、当初予想の売上を確保で

きませんでした。 

しかしながら、このセキュリティ関連技術のノウハウは医療・介護ソリューションサービスにおける厳正なデータ保管

の基本骨格としてその技術を利用しております。 

 さらに、主に以下の３つの要因により、経営成績に大きくマイナスの影響がありました。 

１．当社の出資先であり、セキュリティー関連事業のパートナーである株式会社リンク・ジェノミクスの当期の業績 

  及び財政状態等を勘案し株式評価損約１億９百万円を特別損失に計上することといたしました。 

２．長期延滞債権の担保価値を見直した結果、約２７百万円を貸倒引当金として計上することといたしました。 

３．当社の保有するASP サービス用ソフトウエア資産のうち、今期より新たに開始したソフトウエアのライセンス販 

  売[＊１]について、当社監査法人と協議を行った結果、販売を行ったソフトウエア資産を市場販売目的のソフト 

  ウエアと認識し、「研究開発費及びソフトウエアの会計処理に関する実務指針」に準拠し償却方法を従来の５年 

  で均等額を償却する方法から販売可能有効期間(３年)の見込販売収益に基づく償却額と残存有効期間に基づく均 

  等配分額とを比較し、いずれか大きい額を償却費として計上する方法に変更いたしました。これにより当会計期 

  間において約４３百万円を追加で費用計上することといたしました。 

 以上の結果、当事業年度の売上高は 2,309,607 千円（前年同期比 8.1％減）となり、売上総利益は 285,626 千円（前

期比38.3％減）、経常利益△506,398千円（前期比169,459千円減）となりました。 

 また、課題であったASPソフトウエアライセンスの販売については当事業年度に計上いたしました。 

 事業部門の売上高につきましては、ASP事業は1,249,585千円、eコマース事業は1,060,021千円となりました。 

[＊１] 

ソフトウエアのライセンス販売とは、従来ＡＳＰ方式で提供していた各種業務ソフトウエアをライセンス方式で提供す

る販売形態のことをいいます。ＡＳＰ方式の場合、他のお客様との共有アプリケーション部分が存在するため、お客様

からカスタマイズのご要望があっても完全にはお応えすることができませんでした。これに対して、ライセンス方式の

場合、お客様専用のシステムとなりますので、完全にお客様のご要望どおりにカスタマイズし、お客様固有のシステム

を構築することが可能となります。これによって、お客様は従来よりも一層柔軟かつオリジナルなソリューションシス

テムとして利用することが可能となります。 

   

次期の見通し 

 主力のASP事業においては、平成20年３月に発表した介護ソリューション事業での提携等による売上拡大が順調に推

移しており、さらにはソリューションシステムアウトソーシング事業についても受注が大幅に回復してきていることか

ら、売上、利益とも大幅に事業状況が改善する見込みです。また、ｅコマース事業に関しては、さらに事業の移管を進

め売上高を減少させる予定です。しかしながらこれによる収益への影響は軽微であり、全社的には大幅に収益が改善す

る見込みです。 



 このような状況のもと、当社の損益見込は次の通りです。 

 

【通期・単体】                                      （単位：千円、％） 

平成 21 年３月期（予想） 平成 20 年３月期（実績） 
項目 

  構成比 前年比   構成比 

売上高 2,467,152 100.0 6.8 2,309,607 100.0

 ＡＳＰ事業 1,919,552 77.8 53.6 1,249,585 54.1

 ｅコマース事業 547,600 22.2 △48.3 1,060,021 45.9

営業利益 150,296 6.1 － △499,053 △21.6

経常利益 138,096 5.6 － △506,398 △21.9

当期利益 134,696 5.5 － △622,857 △27.0

 １株当たり当期純利益 2,293.32 △10,604.72 

 １株当たり配当金 － －   

（注） １ 平成20年３月期の１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数により算出しております。 

    ２ 平成21年３月期（予想）の１株当たり当期純利益については、役員賞与等、普通株主に帰属しない 

      金額は、予想当期純利益より控除しておりません。 



(2）財政状態に関する分析 

１．財政状態 

（流動資産） 

当事業年度末における流動資産は、前事業年度末と比べ 461,973 千円減少し、575,109 千円となりました。その主な要

因は、現預金の減少388,525千円、前払費用の減少39,366千円及び貸倒引当金の増加31,202千円によるものです。 

（固定資産） 

当事業年度末における固定資産は、前事業年度末と比べ 178,931 千円減少し、771,253 千円となりました。その主な要

因は、減価償却によるソフトウエアの減少31,107 千円、のれんの減少24,000 千円及び投資有価証券の減少109,200 千

円によるものです。 

（流動負債） 

当事業年度末における流動負債は、前事業年度末と比べ 207,300 千円増加し、630,973 千円となりました。その主な要

因は、償還期限が1年以内になった社債の増加200,000千円、短期借入金の増加85,000 千円、未払金の減少67,225 千

円、及び買掛金の減少20,471千円によるものです。 

（固定負債） 

当事業年度末における固定負債は、前事業年度末と比べ227,642千円減少し、52,040千円となりました。その主な要因

は、償還期限が1年以内になった社債の減少200,000 千円、及びシステム機器の割賦購入の支払いによる長期未払金の

減少19,435千円によるものです。 

（純資産） 

当事業年度末における純資産は、前事業年度末と比べ 622,857 千円減少し、663,709 千円となりました。その主な要因

は、損失計上による利益剰余金の減少622,857千円によるものです。 

 

２ ．キャッシュ・フロー 

当事業年度におけるキャッシュ・フローについては、営業活動により163,674 千円使用、投資活動により184,143 千円

使用、財務活動により40,734千円使用し、その結果使用した資金は388,525千円となり、当事業年度末残高は249,876

千円となりました。 

［営業活動によるキャッシュ・フロー］ 

 営業活動の結果使用した資金は、163,674 千円となりました。これは主に税引前当期純損失の計上 619,397 千円、減

価償却費の計上239,838 千円、投資有価証券評価損の計上109,200 千円及び前払費用の増加111,812 千円等によるもの

であります。 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］ 

 投資活動の結果使用した資金は、184,143 千円となりました。これは主に、ソフトウエアの取得による支出 115,920

千円及びソフトウエアの製作による支出62,983千円等によるものであります。 

［財務活動によるキャッシュ・フロー］ 

 財務活動の結果使用した資金は、40,734 千円となりました。これは主に短期借入金の借入による収入 100,000 千円、

未払金の返済による支出111,790千円及び短期借入金の返済による支出15,000千円等によるものであります。 

  当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

  平成 18 年３月期 平成 19 年３月期 平成 20 年３月期  

株主資本比率（％） 65.1 64.7 49.3 

時価ベースの株主資本比率（％） 231.7 82.5 40.8 

債務償還年数（年） 1.5 2.6 － 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 31.2 22.8 － 

株主資本比率：株主資本／総資産 

時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されている負債

のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

平成20年３月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシュ・フローがマイナスのため記

載しておりません。 

 

（略） 



（訂正後） 

 

１．経営成績 

(1）経営成績に関する分析 

  

 当事業年度におけるわが国経済は海外の経済が比較的安定した拡大基調で推移したことを受け、輸出の伸長、企業収

益の増加、積極的設備投資、雇用状況の改善などがみられ、一部個人消費が底上げする傾向も現れ、景気は緩やかな回

復基調で推移いたしました。しかし「改正建築基準法」施行の影響により住宅建設が減少、一方、サブプライムローン

問題を背景とする世界経済への下振れ効果や原油価格の高騰、円高等の影響により、企業業績は足踏み状況となり、先

行き不透明な状況となりました。 

 こういった情勢の下、前期より継続しているマイナス基調から脱却すべく主力のソリューションシステムアウトソー

シング事業での新規顧客獲得、新事業分野の介護ソリューション事業の拡大、セキュリティ関連事業の基盤構築、既存

の eコマース事業の新商材投入による売上拡大に努力して参りました。その結果四半期を重ねるごとに売上は伸長して

まいりましたが、その結果は微増にとどまり前年実績に及びませんでした。 

 基幹事業のソリューションシステムアウトソーシング事業においては、日本 IBM 社とのタイアップのもと新世代 POS

「APOS」を投入し、新施策による顧客開拓に尽力して参りましたが、売上は計画通りに進みませんでした。 

 新規事業分野である介護ソリューション事業は業界でも類を見ない新たなソリューションを提供し介護業界において

評価を獲得しつつありますが、販売体制の構築の遅れから当初予想の売上を達成させることになりませんでした。 

しかしながら、パラマウントベッド社との提携による販売拡大などもあり、その顧客数は急速に増加しております。 

 また、セキュリティ関連事業に関しましては、セグメント別ニーズの発掘に努めましたが、当初予想の売上を確保で

きませんでした。 

しかしながら、このセキュリティ関連技術のノウハウは医療・介護ソリューションサービスにおける厳正なデータ保管

の基本骨格としてその技術を利用しております。 

 さらに、主に以下の３つの要因により、経営成績に大きくマイナスの影響がありました。 

１．当社の出資先であり、セキュリティー関連事業のパートナーである株式会社リンク・ジェノミクスの当期の業績 

  及び財政状態等を勘案し株式評価損約２億22百万円を特別損失に計上することといたしました。 

２．長期延滞債権の担保価値を見直した結果、約49百万円を貸倒引当金として計上することといたしました。 

３．当社の保有するASP サービス用ソフトウエア資産のうち、今期より新たに開始したソフトウエアのライセンス販 

  売[＊１]について、当社監査法人と協議を行った結果、販売を行ったソフトウエア資産を市場販売目的のソフト 

  ウエアと認識し、「研究開発費及びソフトウエアの会計処理に関する実務指針」に準拠し償却方法を従来の５年 

  で均等額を償却する方法から販売可能有効期間(３年)の見込販売収益に基づく償却額と残存有効期間に基づく均 

  等配分額とを比較し、いずれか大きい額を償却費として計上する方法に変更いたしました。これにより当会計期 

  間において約４３百万円を追加で費用計上することといたしました。 

 以上の結果、当事業年度の売上高は2,309,607千円（前年同期比15.5％減）となり、売上総利益は285,626千円（前

期比58.3％減）、経常利益△528,898千円（前期比422,410千円減）となりました。 

 また、課題であったASPソフトウエアライセンスの販売については当事業年度に計上いたしました。 

 事業部門の売上高につきましては、ASP事業は1,249,585千円、eコマース事業は1,060,021千円となりました。 

[＊１] 

ソフトウエアのライセンス販売とは、従来ＡＳＰ方式で提供していた各種業務ソフトウエアをライセンス方式で提供す

る販売形態のことをいいます。ＡＳＰ方式の場合、他のお客様との共有アプリケーション部分が存在するため、お客様

からカスタマイズのご要望があっても完全にはお応えすることができませんでした。これに対して、ライセンス方式の

場合、お客様専用のシステムとなりますので、完全にお客様のご要望どおりにカスタマイズし、お客様固有のシステム

を構築することが可能となります。これによって、お客様は従来よりも一層柔軟かつオリジナルなソリューションシス

テムとして利用することが可能となります。 

   

次期の見通し 

 主力のASP事業においては、平成20年３月に発表した介護ソリューション事業での提携等による売上拡大が順調に推

移しており、さらにはソリューションシステムアウトソーシング事業についても受注が大幅に回復してきていることか

ら、売上、利益とも大幅に事業状況が改善する見込みです。また、ｅコマース事業に関しては、さらに事業の移管を進

め売上高を減少させる予定です。しかしながらこれによる収益への影響は軽微であり、全社的には大幅に収益が改善す

る見込みです。 



 このような状況のもと、当社の損益見込は次の通りです。 

 

【通期・単体】                                      （単位：千円、％） 

平成 21 年３月期（予想） 平成 20 年３月期（実績） 
項目 

  構成比 前年比   構成比 

売上高 2,467,152 100.0 6.8 2,309,607 100.0

 ＡＳＰ事業 1,919,552 77.8 53.6 1,249,585 54.1

 ｅコマース事業 547,600 22.2 △48.3 1,060,021 45.9

営業利益 150,296 6.1 － △521,553 △22.6

経常利益 138,096 5.6 － △528,898 △22.9

当期利益 134,696 5.5 － △758,996 △32.9

 １株当たり当期純利益 2,293.32 △12,922.61 

 １株当たり配当金 － －   

（注） １ 平成20年３月期の１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数により算出しております。 

    ２ 平成21年３月期（予想）の１株当たり当期純利益については、役員賞与等、普通株主に帰属しない 

      金額は、予想当期純利益より控除しておりません。 



(2）財政状態に関する分析 

１．財政状態 

（流動資産） 

当事業年度末における流動資産は、前事業年度末と比べ 484,473 千円減少し、552,609 千円となりました。その主な要

因は、現預金の減少388,525千円、前払費用の減少39,366千円及び貸倒引当金の増加53,702千円によるものです。 

（固定資産） 

当事業年度末における固定資産は、前事業年度末と比べ 292,570 千円減少し、657,614 千円となりました。その主な要

因は、減価償却によるソフトウエアの減少31,107 千円、のれんの減少24,000 千円及び投資有価証券の減少222,839 千

円によるものです。 

（流動負債） 

当事業年度末における流動負債は、前事業年度末と比べ 207,300 千円増加し、630,973 千円となりました。その主な要

因は、償還期限が1年以内になった社債の増加200,000千円、短期借入金の増加85,000 千円、未払金の減少67,225 千

円、及び買掛金の減少20,471千円によるものです。 

（固定負債） 

当事業年度末における固定負債は、前事業年度末と比べ227,642千円減少し、52,040千円となりました。その主な要因

は、償還期限が1年以内になった社債の減少200,000 千円、及びシステム機器の割賦購入の支払いによる長期未払金の

減少19,435千円によるものです。 

（純資産） 

当事業年度末における純資産は、前事業年度末と比べ 758,996 千円減少し、527,570 千円となりました。その主な要因

は、損失計上による利益剰余金の減少758,996千円によるものです。 

 

２ ．キャッシュ・フロー 

当事業年度におけるキャッシュ・フローについては、営業活動により163,674 千円使用、投資活動により184,143 千円

使用、財務活動により40,734千円使用し、その結果使用した資金は388,525千円となり、当事業年度末残高は249,876

千円となりました。 

［営業活動によるキャッシュ・フロー］ 

 営業活動の結果使用した資金は、163,674 千円となりました。これは主に税引前当期純損失の計上 755,536 千円、減

価償却費の計上239,838 千円、投資有価証券評価損の計上222,839 千円及び前払費用の増加111,812 千円等によるもの

であります。 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］ 

 投資活動の結果使用した資金は、184,143 千円となりました。これは主に、ソフトウエアの取得による支出 115,920

千円及びソフトウエアの製作による支出62,983千円等によるものであります。 

［財務活動によるキャッシュ・フロー］ 

 財務活動の結果使用した資金は、40,734 千円となりました。これは主に短期借入金の借入による収入 100,000 千円、

未払金の返済による支出111,790千円及び短期借入金の返済による支出15,000千円等によるものであります。 

  

  

 当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

  平成 18 年３月期 平成 19 年３月期 平成 20 年３月期  

株主資本比率（％） 63.1 64.7 43.6 

時価ベースの株主資本比率（％） 244.7 82.5 45.4 

債務償還年数（年） 1.5 2.6 － 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 31.2 22.8 － 

株主資本比率：株主資本／総資産 

時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されている負債

のうち利子を支払っている全ての負債を対象としています。 

平成20年３月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオは営業キャッシュ・フローがマイナスのため記

載しておりません。 



４．財務諸表 

（訂正前）10～12ページ 

（１）貸借対照表 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注記 構成比 構成比
区分 

番号
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１ 現金及び預金  638,401  249,876

２ 売掛金  290,040  307,304

３ 貯蔵品  10,066  10,018

４ 前払費用  90,854  51,487

５ 未収入金  －  13,931

６ その他   35,932  1,905

  貸倒引当金  △28,212  △59,414

流動資産合計  1,037,083 52.1  575,109 42.7

Ⅱ 固定資産   

１ 有形固定資産   

(1）建物  32,482 34,762 

減価償却累計額  6,461 26,020 10,195 24,566

(2）構築物  237 237 

減価償却累計額  140 97 156 81

(3）工具器具備品  49,380 52,678 

減価償却累計額  34,251 15,129 38,876 13,801

有形固定資産合計  41,247 2.1  38,449 2.9

２ 無形固定資産   

(1）のれん  24,000  －

(2）ソフトウェア  495,744  464,636

(3）電話加入権  1,624  1,624

(4）その他  112  88

無形固定資産合計  521,481 26.2  466,349 34.6

 



 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注記 構成比 構成比
区分 

番号
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

３ 投資その他の資産   

(1）投資有価証券  250,785  141,585

(2）従業員長期貸付金  422  －

(3）長期前払費用  42,954  31,376

(4）敷金・保証金  93,293  93,491

投資その他の資産合計  387,456 19.5  266,454 19.8

固定資産合計  950,185 47.7  771,253 57.3

Ⅲ 繰延資産   

１ 新株発行費  2,654  360

繰延資産合計  2,654 0.1  360 0.0

資産合計  1,989,922 100.0  1,346,722 100.0

    

 



 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注記 構成比 構成比
区分 

番号
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１ 買掛金  177,835  157,363

２ 短期借入金  －  85,000

３ １年以内償還予定の社債  －  200,000

４ １年以内返済予定の長期借入金  13,944  8,168

５ 未払金  194,106  126,880

６ 未払費用  8,645  10,443

７ 未払法人税等  3,384  4,650

８ 未払消費税等  －  6,030

９ 預り金  5,054  4,887

10 前受収益  －  588

11 賞与引当金  20,703  26,961

流動負債合計  423,673 21.3  630,973 46.8

Ⅱ 固定負債    

１ 社債  200,000  －

２ 長期借入金  8,168  －

３ 退職給付引当金  6,537  6,498

４ 長期未払金  64,977  45,541

固定負債合計  279,682 14.1  52,040 3.9

負債合計  703,355 35.3  683,013 50.7

    

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本   

１ 資本金  915,900 46.0  915,900 68.0

２ 資本剰余金   

(1）資本準備金  522,950 522,950 

資本剰余金合計  522,950 26.3  522,950 38.8

３ 利益剰余金   

(1）その他利益剰余金   

繰越利益剰余金  △152,283 △775,140 

利益剰余金合計  △152,283 △7.7  △775,140 △57.5

株主資本合計  1,286,566 64.7  663,709 49.3

純資産合計  1,286,566 64.7  663,709 49.3

負債純資産合計  1,989,922 100.0  1,346,722 100.0

                

 



（訂正後） 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注記 構成比 構成比
区分 

番号
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１ 現金及び預金  638,401  249,876

２ 売掛金  290,040  307,304

３ 貯蔵品  10,066  10,018

４ 前払費用  90,854  51,487

５ 未収入金  －  13,931

６ その他   35,932  1,905

  貸倒引当金  △28,212  △81,914

流動資産合計  1,037,083 52.1  552,609 45.7

Ⅱ 固定資産   

１ 有形固定資産   

(1）建物  32,482 34,762 

減価償却累計額  6,461 26,020 10,195 24,566

(2）構築物  237 237 

減価償却累計額  140 97 156 81

(3）工具器具備品  49,380 52,678 

減価償却累計額  34,251 15,129 38,876 13,801

有形固定資産合計  41,247 2.1  38,449 3.2

２ 無形固定資産   

(1）のれん  24,000  －

(2）ソフトウェア  495,744  464,636

(3）電話加入権  1,624  1,624

(4）その他  112  88

無形固定資産合計  521,481 26.2  466,349 38.5

 



 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注記 構成比 構成比
区分 

番号
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

３ 投資その他の資産   

(1）投資有価証券  250,785  27,946

(2）従業員長期貸付金  422  －

(3）長期前払費用  42,954  31,376

(4）敷金・保証金  93,293  93,491

投資その他の資産合計  387,456 19.5  152,815 12.6

固定資産合計  950,185 47.7  657,614 54.3

Ⅲ 繰延資産   

１ 新株発行費  2,654  360

繰延資産合計  2,654 0.1  360 0.0

資産合計  1,989,922 100.0  1,210,583 100.0

    

 



 

前事業年度 当事業年度 
   

（平成 19 年３月 31 日） （平成 20 年３月 31 日） 

注
記 

構成比 構成比
区分 

番
号 

金額（千円） 
（％）

金額（千円） 
（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１ 買掛金  177,835  157,363

２ 短期借入金  －  85,000

３ １年以内償還予定の社債  －  200,000

４ １年以内返済予定の長期借入金  13,944  8,168

５ 未払金  194,106  126,880

６ 未払費用  8,645  10,443

７ 未払法人税等  3,384  4,650

８ 未払消費税等  －  6,030

９ 預り金  5,054  4,887

10 前受収益  －  588

11 賞与引当金  20,703  26,961

流動負債合計  423,673 21.3  630,973 52.1

Ⅱ 固定負債    

１ 社債  200,000  －

２ 長期借入金  8,168  －

３ 退職給付引当金  6,537  6,498

４ 長期未払金  64,977  45,541

固定負債合計  279,682 14.1  52,040 4.3

負債合計  703,355 35.3  683,013 56.4

    

（純資産の部）   

Ⅰ 株主資本   

１ 資本金  915,900 46.0  915,900 75.7

２ 資本剰余金   

(1）資本準備金  522,950 522,950 

資本剰余金合計  522,950 26.3  522,950 43.2

３ 利益剰余金   

(1）その他利益剰余金   

繰越利益剰余金  △152,283 △911,279 

利益剰余金合計  △152,283 △7.7  △911,279 △75.3

株主資本合計  1,286,566 64.7  527,570 43.6

純資産合計  1,286,566 64.7  527,570 43.6

負債純資産合計  1,989,922 100.0  1,210,583 100.0

                

 



（訂正前）13～14ページ 
（２）損益計算書 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日     

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

注記 百分比 百分比
区分 

番号 
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

Ⅰ 売上高    

１ ＡＳＰ事業売上高   1,265,475 1,249,585 

２ ｅコマース事業売上高   1,246,693 2,512,169 100.0 1,060,021 2,309,607 100.0

Ⅱ 売上原価 ※１  

１ ＡＳＰ事業売上原価   938,895 1,050,490 

２ ｅコマース事業売上原価   1,110,465 2,049,360 81.6 973,489 2,023,980 87.6

売上総利益   462,808 18.4  285,626 12.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１  

１ 役員報酬   110,870 111,393 

２ 給料手当   235,419 199,126 

３ 賞与   24,306 29,341 

４ 雑給   19,511 17,437 

５ 賞与引当金繰入額   11,742 15,900 

６ 退職給付費用   1,370 1,259 

７ 法定福利費   40,788 39,672 

８ 福利厚生費   2,285 2,263 

９ 旅費交通費   18,525 20,478 

10 広告宣伝費   23,980 8,361 

11 接待交際費   23,512 24,794 

12 消耗品費   2,422 1,044 

13 租税公課   6,531 5,045 

14 支払報酬   26,397 27,661 

15 支払手数料   60,561 56,481 

16 賃借料   9,180 10,180 

17 地代家賃   63,028 63,767 

18 事務用品費   4,681 4,488 

19 保険料   4,805 4,221 

20 減価償却費   31,419 30,891 

21 貸倒引当金繰入額   － 39,656 

22 その他   57,574 778,917 31.0 71,212 784,680 34.0

営業損失   316,109 △12.6  499,053 △21.6

 



 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日     

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

注記 百分比 百分比
区分 

番号 
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息   475 967 

２ 為替差益   － 122 

３ 消費税還付収入   513 306 

４ 受取助成金   － 602 

５ その他   60 1,049 0.0 374 2,372 0.1

Ⅴ 営業外費用    

１ 支払利息   6,088 7,422 

２ 新株発行費償却   3,641 2,294 

３ 社債発行費償却   3,066 12,796 0.5 － 9,717 0.4

経常損失   327,856 △13.1  506,398 △21.9

Ⅵ 特別利益    

１ 貸倒引当金戻入益   4,229 4,229 0.2 － － －

Ⅶ 特別損失    

１ 固定資産除却損 ※２ 83 1,170 

２ リース解約損   1,960 2,629 

３ 投資有価証券評価損   － 2,044 0.1 109,200 112,999 4.9

税引前当期純損失   325,671 △13.0  619,397 △26.8

法人税、住民税及び事業税   3,378 3,460 

法人税等調整額   34,332 37,711 1.5 － 3,460 0.2

当期純損失   363,383 △14.5  622,857 △27.0

 



（訂正後） 
前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日     

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

注記 百分比 百分比
区分 

番号 
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

Ⅰ 売上高    

１ ＡＳＰ事業売上高   1,486,844 1,249,585 

２ ｅコマース事業売上高   1,246,693 2,733,538 100.0 1,060,021 2,309,607 100.0

Ⅱ 売上原価 ※１  

１ ＡＳＰ事業売上原価   938,895 1,050,490 

２ ｅコマース事業売上原価   1,110,465 2,049,360 75.0 973,489 2,023,980 87.6

売上総利益   684,177 25.0  285,626 12.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※１  

１ 役員報酬   110,870 111,393 

２ 給料手当   235,419 199,126 

３ 賞与   24,306 29,341 

４ 雑給   19,511 17,437 

５ 賞与引当金繰入額   11,742 15,900 

６ 退職給付費用   1,370 1,259 

７ 法定福利費   40,788 39,672 

８ 福利厚生費   2,285 2,263 

９ 旅費交通費   18,525 20,478 

10 広告宣伝費   23,980 8,361 

11 接待交際費   23,512 24,794 

12 消耗品費   2,422 1,044 

13 租税公課   6,531 5,045 

14 支払報酬   26,397 27,661 

15 支払手数料   60,561 56,481 

16 賃借料   9,180 10,180 

17 地代家賃   63,028 63,767 

18 事務用品費   4,681 4,488 

19 保険料   4,805 4,221 

20 減価償却費   31,419 30,891 

21 貸倒引当金繰入額   － 62,156 

22 その他   57,574 778,917 28.5 71,212 807,180 35.0

営業損失   94,740 △3.5  521,553 △22.6
 



 
前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日     

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

注記 百分比 百分比
区分 

番号 
金額（千円） 

（％）
金額（千円） 

（％）

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息   475 967 

２ 為替差益   － 122 

３ 消費税還付収入   513 306 

４ 受取助成金   － 602 

５ その他   60 1,049 0.0 374 2,372 0.1

Ⅴ 営業外費用    

１ 支払利息   6,088 7,422 

２ 新株発行費償却   3,641 2,294 

３ 社債発行費償却   3,066 12,796 0.4 － 9,717 0.4

経常損失   106,487 △3.9  528,898 △22.9

Ⅵ 特別利益    

 １ 貸倒引当金戻入益   4,229 4,229 0.2 － － －

Ⅶ 特別損失    

１ 固定資産除却損 ※２ 83 1,170 

２ リース解約損   1,960 2,629 

３ 投資有価証券評価損   － 2,044 0.1 222,839 226,638 9.8

税引前当期純損失   104,302 △3.8  755,536 △32.7

法人税、住民税及び事業税   3,378 3,460 

法人税等調整額   120,896 124,275 4.6 － 3,460 0.2

当期純損失   228,578 △8.4  758,996 △32.9
 
 



（訂正前）16ページ 
（３）株主資本等変動計算書 
前事業年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 
その他利益剰余

金 
  

資本金 
資本準備金 

繰越利益剰余金

株主資本合計 
純資産合計 

平成 18年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 211,099 1,649,949 1,649,949

事業年度中の変動額           

当期純損失（千円） － － △363,383 △363,383 △363,383

事業年度中の変動額合計 

（千円） 
－ － △363,383 △363,383 △363,383

平成 19 年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △152,283 1,286,566 1,286,566

 
当事業年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 
その他利益剰余

金 
  

資本金 
資本準備金 

繰越利益剰余金

株主資本合計 
純資産合計 

平成 19年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △152,283 1,286,566 1,286,566

事業年度中の変動額           

当期純損失（千円） － － △622,857 △622,857 △622,857

事業年度中の変動額合計 

（千円） 
－ － △622,857 △622,857 △622,857

平成 20 年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △775,140 663,709 663,709

 



（訂正後） 
前事業年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 
その他利益剰余

金 
  

資本金 
資本準備金 

繰越利益剰余金

株主資本合計 
純資産合計 

平成 18年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 76,294 1,515,144 1,515,144

事業年度中の変動額           

当期純損失（千円） － － △228,578 △228,578 △228,578

事業年度中の変動額合計 

（千円） 
－ － △228,578 △228,578 △228,578

平成 19 年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △152,283 1,286,566 1,286,566

 
当事業年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 
その他利益剰余

金 
  

資本金 
資本準備金 

繰越利益剰余金

株主資本合計 
純資産合計 

平成 19年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △152,283 1,286,566 1,286,566

事業年度中の変動額           

当期純損失（千円） － － △758,996 △758,996 △758,996

事業年度中の変動額合計 

（千円） 
－ － △758,996 △758,996 △758,996

平成 20 年３月 31日 残高 

（千円） 
915,900 522,950 △911,279 527,570 527,570

 



（訂正前）17～18ページ 
（４）キャッシュ・フロー計算書 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成18年４月１日 （自 平成19年４月１日   

至 平成 19年３月 31日） 至 平成 20年３月 31日）

注記
区分 

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前当期純損失  △325,671 △619,397

減価償却費  165,615 239,838

新株発行費償却  3,641 2,294

社債発行費償却  3,066 －

リース解約損  1,960 2,629

固定資産除却損  83 1,170

投資有価証券評価損  － 109,200

貸倒引当金の増加額（△減少額）  △14,969 31,202

賞与引当金の増加額（△減少額）  △534 6,258

退職給付引当金の増加額 

（△減少額） 
 △437 △39

受取利息及び受取配当金  △475 △967

為替差益  － △27

支払利息  6,088 7,422

売上債権の減少額（△増加額）  420,550 △17,263

たな卸資産の減少額（△増加額）  △10,066 47

前払費用の減少額（△増加額）  － 111,812

仕入債務の増加額（△減少額）  △175,250 △20,471

未払金の増加額（△減少額）  156,611 △33,073

その他の資産の減少額（△増加額）  13,327 20,514

その他の負債の増加額（△減少額）  △30,872 5,992

小計  212,669 △152,857

利息及び配当金の受取額  475 967

利息の支払額  △6,091 △7,411

リース解約による支出  △1,549 △2,629

法人税等の支払額  △66,774 △1,742

営業活動によるキャッシュ・フロー  138,730 △163,674
 



 
前事業年度 当事業年度 

（自 平成18年４月１日 （自 平成19年４月１日   

至 平成 19年３月 31日） 至 平成 20年３月 31日）

注記
区分 

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出  △19,358 △5,042

ソフトウェアの取得による支出  △198,731 △115,920

ソフトウェアの製作による支出  △50,280 △62,983

貸付金の回収による収入  74 －

敷金・保証金の減少額(△増加額）  573 △197

投資活動によるキャッシュ・フロー  △267,722 △184,143

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

  短期借入金の借入による収入  － 100,000

  短期借入金の返済による支出  － △15,000

長期借入金の返済による支出  △53,944 △13,944

未払金の返済による支出  △66,828 △111,790

株式の発行による支出  △4,177 －

上場関連の支出  △258 －

財務活動によるキャッシュ・フロー  △125,208 △40,734

Ⅳ  現金及び現金同等物の換算差額  － 27

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額  △254,201 △388,525

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  892,602 638,401

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 638,401 249,876

   
 



 
（訂正後） 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成18年４月１日 （自 平成19年４月１日   

至 平成 19年３月 31日） 至 平成 20年３月 31日）

注記
区分 

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前当期純損失  △104,302 △755,536

減価償却費  165,615 239,838

新株発行費償却  3,641 2,294

社債発行費償却  3,066 －

リース解約損  1,960 2,629

固定資産除却損  83 1,170

投資有価証券評価損  － 222,839

貸倒引当金の増加額（△減少額）  △14,969 53,702

賞与引当金の増加額（△減少額）  △534 6,258

退職給付引当金の増加額 

（△減少額） 
 △437 △39

受取利息及び受取配当金  △475 △967

為替差益  － △27

支払利息  6,088 7,422

売上債権の減少額（△増加額）  188,113 △17,263

たな卸資産の減少額（△増加額）  △10,066 47

前払費用の減少額（△増加額）  － 111,812

仕入債務の増加額（△減少額）  △175,250 △20,471

未払金の増加額（△減少額）  156,611 △33,073

その他の資産の減少額（△増加額）  24,395 20,514

その他の負債の増加額（△減少額）  △30,872 5,992

小計  212,669 △152,857

利息及び配当金の受取額  475 967

利息の支払額  △6,091 △7,411

リース解約による支出  △1,549 △2,629

法人税等の支払額  △66,774 △1,742

営業活動によるキャッシュ・フロー  138,730 △163,674
 



 
前事業年度 当事業年度 

（自 平成18年４月１日 （自 平成19年４月１日   

至 平成 19年３月 31日） 至 平成 20年３月 31日）

注記
区分 

番号
金額（千円） 金額（千円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出  △19,358 △5,042

ソフトウェアの取得による支出  △198,731 △115,920

ソフトウェアの製作による支出  △50,280 △62,983

貸付金の回収による収入  74 －

敷金・保証金の減少額(△増加額）  573 △197

投資活動によるキャッシュ・フロー  △267,722 △184,143

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

  短期借入金の借入による収入  － 100,000

  短期借入金の返済による支出  － △15,000

長期借入金の返済による支出  △53,944 △13,944

未払金の返済による支出  △66,828 △111,790

株式の発行による支出  △4,177 －

上場関連の支出  △258 －

財務活動によるキャッシュ・フロー  △125,208 △40,734

Ⅳ  現金及び現金同等物の換算差額  － 27

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額  △254,201 △388,525

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  892,602 638,401

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 638,401 249,876

   
 



 
（訂正前）25ページ 
(有価証券関係) 
前事業年度（平成19年３月31日現在） 
時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額 

項目 貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券 

非上場株式 250,785

合計 250,785
 
当事業年度（平成20年３月31日現在） 
時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額 

項目 貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券 

非上場株式 141,585

合計 141,585

 
（注）当事業年度において一部減損処理を行っております。当事業年度の減損処理額は次のとおりであります。 
株式 109,200千円 
 
（訂正後） 
前事業年度（平成19年３月31日現在） 
時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額 

項目 貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券 

非上場株式 250,785

合計 250,785

 
当事業年度（平成20年３月31日現在） 
時価のない主な有価証券の内容及び貸借対照表計上額 

項目 貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券 

非上場株式 27,946

合計 27,946
（注）当事業年度において一部減損処理を行っております。当事業年度の減損処理額は次のとおりであります。 
株式 222,839千円 
 



（訂正前）27ページ 
（1株当たり情報） 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日 項目 

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

１株当たり純資産額    21,904 円 97 銭          11,300 円 25 銭

  

１株当たり当期純損失金額      6,186 円 93 銭            10,604 円 72 銭
      

潜在株式調整後１株当たり当期純
利益金額 

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額については１株当た
り当期純損失であるため記載して
おりません。 

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額については１株当た
り当期純損失であるため記載して
おりません。 

  当社は、平成 18 年４月１日付で
株式１株につき３株の株式分割を
行っております。当該株式分割が前
期首に行われたと仮定した場合の
前事業年度における１株当たり情
報については、それぞれ以下のとお
りであります。 

  

  

 １株当たり純資産額 

  

28,091 円 90 銭

  

 １株当たり当期純利益金額    

  2,197 円 55 銭

  

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額 

  

2,167 円 90 銭

  

 
 （注）１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで
あります。 
 

前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日 項目 

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

 １株当たり当期純損失金額     

 当期純損失（千円） 363,383 622,857
 普通株主に帰属しない金額（千
円） 

－ －

 普通株式に係る当期純損失（千
円） 

363,383 622,857

 期中平均株式数（株） 58,734 58,734

潜在株式調整後１株当たり当期純
利益金額 

 当期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） － －
希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり当期純利益の
算定に含めなかった潜在株式の概
要 

────── ────── 

 
 



（訂正後） 
前事業年度 当事業年度 

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日 項目 

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

１株当たり純資産額    21,904 円 97 銭          8,982 円 36 銭

  

１株当たり当期純損失金額      3,891 円 75 銭            12,922 円 61 銭
      

潜在株式調整後１株当たり当期純
利益金額 

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額については１株当た
り当期純損失であるため記載して
おりません。 

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額については１株当た
り当期純損失であるため記載して
おりません。 

  当社は、平成 18 年４月１日付で
株式１株につき３株の株式分割を
行っております。当該株式分割が前
期首に行われたと仮定した場合の
前事業年度における１株当たり情
報については、それぞれ以下のとお
りであります。 

  

  

 １株当たり純資産額 

  

25,796 円 73 銭

  

 １株当たり当期純損失金額    

331 円 00 銭

  

 潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額 

  

一円一銭

  

 
 （注）１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで
あります。 
 

前事業年度 当事業年度 

    

（自 平成 18 年４月１日 （自 平成 19 年４月１日 

    

項目 

至 平成 19 年３月 31 日） 至 平成 20 年３月 31 日） 

 １株当たり当期純損失金額     

 当期純損失（千円） 228,578 758,996
 普通株主に帰属しない金額（千
円） 

－ －

 普通株式に係る当期純損失（千
円） 

228,578 758,996

 期中平均株式数（株） 58,734 58,734

潜在株式調整後１株当たり当期純
利益金額 

 当期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） － －
希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり当期純利益の
算定に含めなかった潜在株式の概
要 

────── ────── 

 

 


